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新
町
長
と
し
て
改
め
て

決
意
を
。

　
山
﨑　

２
０
２
５
年
３

月
に
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
箱
根
ケ
崎
方
面
延
伸
の

都
市
計
画
決
定
が
告
示
さ

れ
た
。
町
は
着
実
な
一
歩

を
踏
み
出
す
歴
史
的
転
換

期
を
迎
え
た
と
認
識
し
て

い
る
。
１
０
０
年
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
重

責
を
与
え
ら
れ
た
。
小
池

都
知
事
に
お
会
い
し
た

際
、「
延
伸
に
伴
う
周
辺

都
市
基
盤
整
備
が
大
事
」

と
の
声
を
も
ら
っ
た
。
南

北
に
走
る
八
高
線
、
そ
し

て
、
新
た
に
東
西
に
結
ぶ

モ
ノ
レ
ー
ル
を
活
か
す
ま

ち
づ
く
り
を
武
蔵
村
山
市

と
広
域
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

無
投
票
当
選
で
、
長
ら

く
続
い
た
保
守
系
の
対
立

選
挙
に
終
止
符
を
打
っ

た
。
町
政
運
営
で
プ
ラ
ス

面
も
あ
る
と
思
う
が
。

　
山
﨑　

選
挙
戦
は
告
示

日
１
日
だ
け
だ
っ
た
が
、

「
楽
し
く
子
育
て
が
で
き

る
町
に
」、「
安
心
し
て
住

め
る
町
に
」、「
便
利
な
町

に
」、「
活
力
あ
る
元
気
な

町
に
」、「
温
か
い
地
域
福

祉
の
町
に
」、「
文
化
の
育

つ
町
に
」
の
６
本
を
柱
に

し
た
政
策
目
標
を
支
持
者

の
皆
さ
ん
に
認
め
て
も
ら

っ
た
と
思
う
。
前
町
政
を

引
き
継
ぎ
、
全
力
で
政
策

目
標
を
達
成
し
た
い
。
対

話
と
議
論
で
町
政
を
前
に

進
め
る
体
制
は
で
き
た
と

思
う
。

　

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

の
箱
根
ヶ
崎
へ
の
延
伸
は

２
０
３
０
年
代
半
ば
に
完

成
を
予
定
す
る
。

　
山
﨑　

周
辺
都
市
基
盤

整
備
で
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
、
都
市
計
画
道
路

事
業
、
町
道
３
号
線
（
瑞

山
﨑
瑞
穂
町
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

穂
町
役
場
前
）
無
電
柱
化

事
業
な
ど
を
進
め
た
い
。

八
高
線
と
接
続
す
る
モ
ノ

レ
ー
ル
を
ど
う
利
用
し
て

も
ら
う
か
、
人
の
流
れ
を

ど
れ
だ
け
つ
く
れ
る
か
が

焦
点
だ
。
八
高
線
の
充
実

と
い
う
点
で
は
、複
線
化
、

町
内
へ
の
車
両
基
地
の
整

備
、
新
駅
の
新
設
な
ど
を

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。
工
場
を
誘
致

し
、
移
住
定
住
を
促
す
た

め
に
も
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
や
空
き
家
等
対
策
計

画
を
策
定
し
、
良
好
な
住

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新

幹
線
の
新
駅
が
で
き
、
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
人
口
増

に
な
っ
て
い
る
仙
台
市
近

郊
の
利
府
町
を
視
察
し
た

こ
と
が
あ
る
。
手
本
に
し

て
い
き
た
い
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
高
齢
者

福
祉
と
子
育
て
支
援
は
。

　
山
﨑　

住
み
慣
れ
た
地

域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
を

目
指
す
た
め
の
取
り
組
み

を
引
き
続
き
進
め
た
い
。

「
寄
り
合
い
ハ
ウ
ス
い
こ

い
」
や
「
寿
楽
」
を
改
修

し
て
開
所
し
た
多
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
「
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｃ

Ｕ
Ｌ
（
ミ
ズ
カ
ル
）」
を

活
用
し
、
多
世
代
交
流
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
に
つ
な
が
る
よ
う
運
営

し
て
い
き
た
い
。「
Ｍ
Ｉ

Ｚ
Ｃ
Ｕ
Ｌ
」
で
は
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
の
運
営
も
行

う
。
ま
た
、
全
て
の
妊
産

婦
・
子
育
て
世
代
・
子
ど

も
へ
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
は
大
切
に
し
た
い
。

２
０
２
４
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
私
立
学
校
通
学
者

な
ど
を
含
む
、
小
・
中
学

校
の
給
食
費
無
償
化
に
つ

い
て
は
継
続
し
、
子
育
て

家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
く
。

　

商
工
業
対
策
は
。
ま

た
、
農
業
に
対
し
て
の
考

モノレール延伸　周辺都市基盤整備に全力
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４
月
の
町
長
選
で
初
当
選
し
た
山
﨑
栄
瑞
穂
町

長
に
新
町
長
と
し
て
の
抱
負
を
聞
い
た
。
多
摩
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
箱
根
ケ
崎
方
面
延
伸
に
伴
う
周

辺
都
市
基
盤
整
備
に
力
を
注
ぐ
と
の
強
い
決
意
が

う
か
が
え
た
。　
　
　
　
（
聞
き
手
・
岡
村
信
良
）

え
は
。

　
山
﨑　

町
内
に
は
約

１
６
０
０
の
事
業
者
が

お
り
、
世
界
経
済
の
影

響
を
受
け
や
す
い
事
業

所
も
少
な
く
な
い
。
中

小
企
業
成
長
支
援
事
業

を
実
施
し
、
収
益
性
の

低
下
、
人
材
不
足
、
事

業
承
継
な
ど
の
課
題
解

決
に
当
た
り
た
い
。
資

金
面
な
ど
専
門
家
と
協

力
し
、
相
談
体
制
を
整
え

た
い
。
農
業
は
、
シ
ク
ラ

メ
ン
、
狭
山
茶
な
ど
多
く

の
特
産
品
が
あ
り
、
瑞
穂

ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
し
て
い

る
。
意
欲
あ
る
農
業
者
の

育
成
を
推
進
し
、
ス
マ
ー

ト
農
業
・
環
境
負
荷
軽
減

推
進
事
業
補
助
金
も
継
続

し
て
い
く
。

　

瑞
穂
町
は
主
要
幹
線
道

路
が
町
を
分
断
し
、
地
理

的
に
ま
ち
の
一
体
感
が
損

な
わ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
。

　
山
﨑　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
づ
く
り
と
し
て
事
業

が
始
ま
っ
た
箱
根
ケ
崎
駅

西
公
有
地
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
）
な

ど
を
通
じ
、
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
に
向
け
取
り
組
み
た

い
。

　

瑞
穂
町
の
魅
力
に
つ
い

て
、
町
長
の
思
い
を
語
っ

て
ほ
し
い
。

　
山
﨑　

国
際
的
な
企
業

や
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
企
業

が
あ
り
、
狭
山
丘
陵
な
ど

の
自
然
が
豊
か
で
、
新
鮮

な
産
物
を
供
給
す
る
農
業

も
あ
る
。
交
通
網
の
充
実

に
伴
い
移
住
希
望
者
も
増

え
る
も
の
と
期
待
し
た

い
。
伸
び
し
ろ
の
あ
る
町

だ
と
確
信
し
て
い
る
。

　

福
生
市
は
10
月
11
日
、

若
い
世
代
へ
戦
争
の
悲
惨

さ
と
平
和
の
尊
さ
を
伝
え

る
の
を
目
的
に
、「
戦
後

80
年
特
別
企
画
―
平
和
の

つ
ど
い
｜
」
を
福
生
市
民

会
館
（
福
生
市
福
生
）
で

開
催
す
る
。

　

同
市
は
毎
年
８
月
に

「
平
和
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
て
い
る
。
戦
後
80
年

の
節
目
と
な
る
今
年
は
８

月
の
開
催
に
加
え
、
10
月

に
特
別
企
画
と
し
て
劇
場

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」

の
上
映
と
、
同
作
品
の
片

渕
須
直
監
督
に
よ
る
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と

に
し
た
。

　

映
画
は
２
０
１
６
（
平

成
28
）
年
に
公
開
さ
れ
、

第
40
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
最
優
秀
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ 福

生
市
が
平
和
の
つ
ど
い

ン
作
品
賞
を
受
賞
し
た
。

　

１
９
４
４
（
昭

和
19
）
年
２
月
、

18
歳
の
主
人
公
の

す
ず
は
広
島
か
ら

軍
港
の
街
と
し
て

栄
え
る
呉く
れ

に
あ

る
北
條
家
に
嫁

ぐ
。
戦
時
下
、
配

給
物
資
が
徐
々
に

減
っ
て
い
く
中
で

も
、
す
ず
は
工
夫

を
凝
ら
し
て
、
毎

日
の
暮
ら
し
を

積
み
重
ね
て
い

く
。
１
９
４
５

（
昭
和
20
）
年
３

月
、
呉
は
空
を
埋

め
尽
く
す
ほ
ど
の

数
の
艦
載
機
に
よ

る
空
襲
に
さ
ら
さ

れ
、
す
ず
が
大
切

に
し
て
い
た
も
の

が
失
わ
れ
て
い

く
。
そ
れ
で

も
毎
日
は
続

く
。そ
し
て
、

１
９
４
５
年

の
夏
が
や
っ

て
く
る
…
…

　

ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
で
は

映
画
製
作
時

の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
平
和
に

対
す
る
思
い

な
ど
を
語

る
。
当
日
は

市
内
都
立
高

校
の
生
徒
が

「この世界の片隅に」上
映、 片渕監督のトークも

「基地のあるまちだからこそ平和の
大切さを訴えていく」と加藤市長

市
内
都
立
高
生
徒 

運
営
に
協
力

運
営
に
協
力
す
る
。

　

父
親
が
学
徒
出
陣
し
て

い
る
加
藤
育
男
市
長
は

「
基
地
の
あ
る
ま
ち
だ
か

ら
こ
そ
平
和
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
く
。
若
い
人
た

ち
を
呼
び
た
い
」と
話
す
。

　

開
催
時
間
は
13
時
～
16

時
30
分
。
入
場
無
料
。
定

員
は
２
２
０
人
程
度
。
９

月
12
日
ま
で
、
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
で
受
け
付
け

る
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。

◆
政
治
の
課
題
、
行
政
へ

の
疑
問
な
ど
情
報
提
供

は
０
９
０
（
８
４
６
０
）

９
６
８
８
岡
村
ま
で
。


